
(敬称略) 

平成 29年度畜産振興補助事業の評価結果の公表について 
 

平成 31年 3月 6日 

地方競馬全国協会 畜産振興部 
 

地方競馬全国協会（以下「NAR」という。）では、畜産振興補助事業（以下「補助事業」という。）

を効果的かつ効率的に実施するため、前年度に終了した補助事業を評価（以下「事業評価」と

いう。）する仕組みを導入し、客観的かつ的確な事業評価を行うにあたり、外部有識者から構成

される「畜産振興補助事業評価委員会（以下「評価委員会」という。委員名簿は表参照）を設置し、

意見を聴いています。 

また、NARは、事業評価の結果を外部に公表することにより、補助事業の有効性及び透明性

を確保することとしています。 

平成30年度は、平成29年度に実施された補助事業（畜産振興事業：77団体、事業件数103

件、補助金額 655,513 千円、競走馬生産振興事業：18 団体、事業件数 27 件、補助金額

1,377,756千円）を対象として事業評価を行い、今般その結果がまとまりましたので公表します。 

 

表．畜産振興補助事業評価委員会委員名簿 

委員氏名 所    属 役 職 名 備考 

菅 野   茂 国立大学法人 東京大学 名 誉 教 授  

藤 島 博 康 独立行政法人 農畜産業振興機構 畜産振興部長  

松 本 博 紀 公益財団法人 全国競馬・畜産振興会 業 務 部 長 座長 

守 部 公 博 一般社団法人 家畜改良事業団 専 務 理 事  

藁 田   純 独立行政法人 家畜改良センター 理    事  

 

図．「評価の基準」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価視点 

Ⅰ計画の達成度 

 

Ⅱ事業の有効性 

Ⅲ事業の効率性 

「視点別評価」の合計点に基づく総合評価 

10点以上 12点 = Aランク 

8点以上 10点未満 = Bランク 

6点以上 8点未満 = Cランク 

6点未満  = Dランク 

 

公表対象事業 

評価手法 

単年度補助金額が 1千万円以上の事業 

計画目標(指標)の達成度を評価 

事業を導入した地域及び時期、畜産を巡る 
情勢等を踏まえた事業実施の有効性を評価 

事業実施により生じた効用を踏まえた、費用
(補助金額)に対する効果を評価 

視点別評価(指標) 

4点 (大変評価できる) 

3点 (十分評価できる) 

2点 (概ね評価できる) 

1点 (あまり評価できない) 

0点 (ほとんど評価できない) 
 

 



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

6
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

事 業 名
Ⅰ　馬の改良増殖推進事業
(1)　登録推進

事業実施主体名 公益社団法人 日本馬事協会

補助金等の名称 技術料、登録推進費
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備　考

36,561

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点

　種馬登録審査を厳正に行うための馬の毛色及び特徴記載方法の講
義並びに実馬審査による実務者研究会開催
（Ｈ29年度対象者：12名、実施場所：地方競馬教養センター）

　

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） C 視点別評価の合計点が6点未満

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画)

農用馬の生産者等

事
業
の
内
容

45,352 63,600

　輓系馬並びに乗系馬及び小格馬の血統と個体識別を明確にし、繁殖成績を記録することによって、馬
の改良増殖を図るとともに、ばんえい競馬の公正確保等に寄与するため、次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　種馬登録審査　・・・・・・・ 　北海道、青森、岩手、島根、熊本及び宮崎の各県における輓系馬を
主体とした種馬登録
　登録システムの改修：ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ（MC）既埋込馬のMC番号読み取りと
登録証への記載（平成29年度～）

　

　ⅱ　登録実務者研究会　・・・

ⅲ　登録システムの改修・・・・ 　ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ（MC）既埋込馬（競走馬から用途変更した乗系馬、海外か
ら輸入された肥育馬等）のMC番号読み取りと登録証への記載（平成29
年度～）

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】 事
業
の
目
的

血統登録及び事務の円滑化

〔ＮＡＲ〕
　(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱

登録審査、実務者研究会等

〔事業実施主体〕
　種馬登録規程

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）
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趣旨

実施方法

受益
対象者

導入時年

（国内）
３頭

10歳
7歳
8歳

（海外）
２頭

３歳
４歳

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

事 業 名
Ⅰ　馬の改良増殖推進事業
　（2）種雄馬の導入(農用馬)

事業実施主体名 公益社団法人 日本馬事協会

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

補 助 金 等 の 名 称
種雄馬導入費における国内産種雄馬導入費
種雄馬導入費における優良種雄馬適正配置費

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

優良な種雄馬の購入、適正配置

〔NAR〕
(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱

種雄馬購入・借受
生産地への配置、管理指導
名簿の作成等

〔事業実施主体〕
種雄馬管理規程

農用馬の生産者等

事
業
の
内
容

　ばんえい競馬の重賞勝ち馬等牽引能力の高い農用馬の導入による資質向上と種雄馬の飼養管理技
術の向上を図るため、次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　優良種雄馬購入 ・・・・・・・ 　　公益社団法人日本馬事協会が定める農用種雄馬（ばんえい馬）
選定基準により選定された種馬の購入と主要産地への適正配置
　H29年度は国内産馬として以下の3頭を,、海外産馬として以下の2
頭、合計5頭を導入した。

区分 馬名 品種

（購入種
雄馬）

ホンベツイチバン
ダイコクパワー
スピードフジ

日本輓系種

ファビュルー
エラン ド ネスク

ブルトン
ペルシュロン

　ⅱ　優良種雄馬適正配置　・・・ 　(独)家畜改良センター十勝牧場所有の８頭の種雄馬の借り受けと
主要産地への転貸

20,580 34,700

　ⅲ　種雄馬管理指導　・・・・・・・ 　公益社団法人 日本馬事協会及び支部が主体となって行う、北海
道、青森県、岩手県、島根県、熊本県、宮崎県に配置中の種雄馬に
ついての管理状況の把握と、飼養管理者に対する管理技術の向上
についての指導

　ⅳ　種雄馬名簿の発行　・・・・・ 　平成29年度に種畜検査を受け、種畜証明書の交付を受けた種雄馬
を収録した名簿の刊行と関係者への配布

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

6,817

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

ランクの定義

19,656 38,583

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

12,569

　ⅳ　純粋種種雌馬導入費　・・・・・  　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種の輓系農用種雌馬を
外部から導入し、飼養者に3年以上の貸付（導入馬1頭につき210千円以内）

　ⅳ　農用種雌馬導入費　・・・・・・・ 　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種以外の輓系農用種雌
馬を外部から導入し、飼養者に3年以上の貸付（導入馬1頭につき150千円以内）

　ⅵ　ばんえい競馬出走馬導入費 地方競馬で行われるばんえい競馬において出走経歴を持つ種雌馬を外部から
導入し、飼養者に3年以上の貸付（導入馬1頭につき330千円以内）

　ⅰ　純粋種種雌馬繁殖奨励　・・・  　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種の輓系農用種雌馬を
外部から導入又は自家生産し保留した飼養者への奨励金の交付（導入・自家保
留馬1頭につき210千円以内）

　ⅱ　農用種雌馬繁殖奨励　・・・・・ 　公益社団法人日本馬事協会で繁殖登録を受けた純粋種以外の輓系農用種雌
馬を外部から導入又は自家生産し保留した飼養者への奨励金の交付（導入・自
家保留馬1頭につき150千円以内）

　ⅲ　ばんえい競馬出走馬繁殖
       奨励

地方競馬で行われるばんえい競馬において出走経歴を持つ種雌馬を外部から
導入又は自家生産し保留した飼養者への奨励金の交付（導入・自家保留馬1頭
につき330千円以内）

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

農用馬の改良及び生産振興

〔NAR〕
（平成29年度）畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
農用種雌馬の繁殖奨励金交付規程
農用種雌馬の貸付規程

奨励金交付、導入費補助

農用馬の生産者等

事
業
の
内
容

　農用馬の改良及び生産振興を図るため、次に掲げる事業を実施した。

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

事 業 名
Ⅰ　馬の改良増殖推進事業
　(3)　農用種雌馬の改良増殖推進

事業 実施主体名 摩周湖農業協同組合 他18団体

補 助 金 等 の 名 称
純粋種種雌馬繁殖奨励費、農用種雌馬繁殖奨励費、ばんえい競馬出走馬繁殖奨励費
純粋種種雌馬導入費、農用種雌馬導入費、ばんえい競馬出走馬導入費
推進事務費
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Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

　 ⅲ　優良種雌馬保留奨励   ・・・・・ 　当該年に帯広市が行う地方競馬において初出走をした競走馬の母馬であ
り、自身も地方競馬での出走履歴を持つ母馬飼養者への奨励金の交付（出
走馬1頭につき100千円以内）

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

81,662 83,334 99,887

○純 粋 種  　・・・ 子馬1頭につき39千円以内
○純粋種以外・・・ 子馬1頭につき33千円以内

③改良促進奨励
　 ⅰ　優良種雄馬改良促進奨励 ・・・ 　当該年度のばんえい能力検査合格馬（初合格時のみ）の父馬飼養者への

奨励金の交付（合格馬1頭につき35千円以内）

　 ⅱ　優良種雌馬改良促進奨励 ・・・

①優良種雄馬繁殖奨励
　     種付奨励　・・・・・・ 当該年に種付した輓系種雄馬の飼養者への奨励金の交付

○純粋種種雄馬1頭につき・・・70千円以内
○純粋種以外種雄馬1頭につき・・・35千円以内

②子馬生産奨励
　     生産奨励　・・・・・・ 当該年産で、公益社団法人 日本馬事協会が行う血統登録を受けた輓系農用馬の生産者

への奨励金の交付

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
〔NAR〕
(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
優良種雄馬繁殖奨励金交付規程
子馬生産奨励金交付規程
優良種雄馬改良促進奨励金交付規程
優良種雌馬改良促進奨励金交付規程
優良種雌馬保留奨励金交付規程

事
業
の
目
的

農用馬の生産促進及び牽引能力の改良

奨励金交付

農用馬の生産者等

事
業
の
内
容

　当該年度のばんえい能力検査合格馬（初合格時のみ）の母馬飼養者への
奨励金の交付（合格馬1頭につき120千円以内）

　農用馬の生産促進及び牽引能力の改良を図るため、次に掲げる事業を実施した。

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

事 業 名
Ⅰ　馬の改良増殖推進事業
　（4）　農用馬の繁殖奨励

事業実施主体名
上川生産農業協同組合連合会

他10団体

補助金等の名称
種付奨励費、生産奨励費、優良種雄馬改良促進奨励費、優良種雌馬改良促進奨励費、
優良種雌馬保留奨励費、推進事務費
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Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

　

　

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果

16,506 -

ⅰ　生産者賞の交付　・・・・・

ⅱ　事業推進の事務　・・・・・ 　対象競走の選定。生産者への生産奨励金交付に係る事務。生産者賞
の告知のための広報宣伝

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

13,887

事
業
の
内
容

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

ばんえい競馬生産者賞費、事業推進事務費

【要綱、事業実施要領、その他】
〔NAR〕
(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱

〔事業実施主体〕
・優良農用馬資源確保 緊急対策事業助成実
施要領
・帯広市優良農用馬資源確保緊急特別
 対策事業実施要領

事
業
の
目
的

農用馬の資源確保

生産奨励金の交付

農用馬の生産者等

　農用馬生産者の生産意欲を高めることにより、ばんえい競馬の競走馬の資源確保を図るため、次に掲げ
る事業を実施した。

　ばんえい競馬の生産の指標となる2歳馬の基幹2競走（黒ユリ賞、イレ
ネー記念）の出走馬の生産者に対する生産者賞の交付
　帯広市番組編成要領で定める2歳馬競走135競走を対象とした各競走
の優勝馬等(1着～3着)に対する生産者賞の交付

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　地方競馬全国協会　畜産振興部

事 業 名
Ⅰ馬の改良増殖推進
　(5)　その他
　　優良農用馬資源確保緊急特別対策

事業実施主体名 公益社団法人 日本馬事協会

補 助 金 等 の 名 称

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

72,629 122,500

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

〔NAR〕
(平成29年度）畜産振興事業補助実施要綱

〔事業実施主体〕
　①総括畜産コンサルタント資格試験実施要領
　②平成29年度畜産関係団体調整機能強化事業
　　委託要領
　③平成29年度全国優良畜産経営管理技術発表会
　　開催要領

事
業
の
目
的

畜産経営の安定及び高度化

地域畜産協会への経営技術指導
総括畜産コンサルタント試験の実施
地域畜産協会業務の円滑化の推進
経営指導技術の向上
畜産関係団体の調整機能の強化等

地域畜産協会
畜産農家、一般消費者等

事
業
の
内
容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方競馬全国協会　畜産振興部

　道府県畜産協会等が実施する地域畜産支援指導等体制強化事業に準ずる業務及び道府県畜産協会等の支援指
導を行う次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　畜産経営の支援体制の強化を図る事業
　　〈道府県畜産協会等が実施する地域畜産支援指導等体制強化事業に準ずる事業〉
　　　・総括畜産コンサルタント資格試験の実施（試験委員：10名、書類審査、面接試験、受験者26名、合格者19名）
　　　・畜産会業務円滑化推進業務の実施（栃木県、鹿児島県）
     　・新任基礎研修（研修者：21名、平成29年9月20日～22日、中畜）
　　　・経営指導従事者研修（研修者15名、平成30年1月31日～2月2日、長崎県諫早市）
　　　・管理責任者・事務処理従事者研修（研修者：60名、平成30年3月12日～13日、CIVI研修センター秋葉原）
　　　・農林水産省中央畜産技術研修会（派遣者数：21講座42名）（うち研修旅費一部補助者のべ42名）
　　　・経営指導成果普及検討事業（全国優良畜産経営管理技術発表会（平成29年11月30日）、審査委員会3回、
　　　現地確認審査）
　
　ⅱ　地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供に資するための事業
　　〈畜産関係団体の活性化及び連携強化と生産者を中心とする支援組織づくりの推進〉
　　　・畜産関係団体調整機能強化事業（24府県）
　　　・地方競馬開催支援促進事業（競馬開催11道県）
　　　・電算処理事業（畜産経営データベース及び畜特利子補給等電算処理関係業務の請負）
　　　・出版事業（月刊誌「畜産コンサルタント」、特別出版物の発行及びセミナーの開催）

補助金額
（千円）

事 業 名
Ⅱ　畜産経営技術指導事業
　(1) 地域畜産支援指導等体制強化

事 業 実 施 主 体 名 公益社団法人　中央畜産会

補 助 金 等 の 名 称 畜産経営支援体制強化推進費、地域畜産活性化・食の安定供給対策推進費

77,712

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益対象者

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

事 業 名
Ⅱ　畜産経営技術指導事業
　(1) 地域畜産支援指導等体制強化

事 業 実 施 主 体 名 (一社）北海道酪農畜産協会他全国45団体

補 助 金 等 の 名 称
畜産経営支援体制強化推進費、地域畜産活性化・食の安定供給対策推進費、馬事普及啓発推進
費

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　地方競馬全国協会　畜産振興部

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

地域畜産経営の安定及び高度化

〔NAR〕
(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱

畜産農家に対する経営指導、地域
畜産の普及啓発、馬事畜産振興等

畜産農家、一般消費者等

事
業
の
内
容

　都道府県の支援を受けて、地域畜産経営の安定及び高度化を図る次に掲げる事業を実施した。

畜産経営の支援体制の強化を図る事業
　高度な経営技術を基礎とした効率的で生産性の高い畜産経営の発展を推進するため、畜産農家等に対し
て、経営診断による改善指導、フォローアップ指導等の経営指導を行い、ホームページ等 で広く経営情報を
提供し、畜産経営技術の高度化及び経営改善を図ること等を目的とした事業の実施

地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供に資するための事業
　地域畜産の実情に応じたブランド化事業等の推進や食育及びふれあい体験活動を通じた畜産の普及啓
発、家畜伝染病や食肉の安全性等の情報を正確に伝達し、国内畜産への理解醸成と国産食肉の安全安心
の周知を図ること等を目的とした地域畜産物の活性化のための事業や、一般消費者への普及・PR活動、畜
産物の安全かつ安定的供給に資する事業の実施

馬事普及啓発の推進体制の強化を図る事業
　地方競馬の開催日等に合わせた観戦ツアー、畜産フェア等のイベントの実施や、各種イベントにおける馬事
振興などを実施し、地域における馬事・畜産の普及啓発を図ること等を目的とした事業の実施

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

344,999 355,027 373,100

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

　地方競馬並びに我が国の畜産の普及啓発（畜産物の消費拡大）とその活性化を図るため、次に掲げる事業
の実施した。
　
　ⅰ　協議会活動費（地方競馬支援）
　　・　中央協議会（現地検討会：船橋競馬場）の実施【馬事畜産中央協議会対応】
　　　　　（平成30年2月9日実施：畜産関係団体（東京近郊の会員９団体、28名参加））
 
　ⅱ　都道府県関係費（地方競馬支援・畜産・畜産物の普及啓発）
　　・　冠競走への支援（延べ67回）【馬事畜産地方協議会対応】
　　・　畜産フェア等の開催（延べ27回）【馬事畜産地方協議会対応】
　　・　競馬見学会（ツアー）の実施（7府県：滋賀県、京都府、大阪府、和歌山県、広島県、長崎県、大分県）
　　・　広報活動の実施・・・ＨＰ、機関誌等での開催日程等の告知

事 業 名
V　その他畜産振興事業
　馬事畜産振興推進

事 業 実 施 主 体 名 馬事畜産振興協議会

補 助 金 等 の 名 称

備　考

馬事畜産振興推進費

〔NAR〕
(平成29年度)畜産振興事業補助実施要綱
〔事業実施主体〕
 馬事畜産振興推進事業実施要領

冠競走への支援・畜産フェアの実施

一般消費者等

5,196 10,724 11,000

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】 事
業
の
目
的

地方競馬支援
畜産の普及啓発
畜産物の消費拡大

事
業
の
内
容

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

【平成29年度畜産振興事業評価結果】

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方競馬全国協会　畜産振興部

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅰ　競走馬の改良増殖推進事業
　(1)　軽種馬の登録推進

事業実施主体名
公益財団法人

ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

補助金等の名称 登録推進費、馬名登録業務費、マイクロチップ埋込推進費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

登録及び事務の円滑化

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

血統登録審査、馬名登録審査

〔事業実施主体〕
公益財団法人ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞｯｸ･ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ登録
規程他

軽種馬生産者、競走馬の馬主等

事
業
の
内
容

　国内外における軽種馬の改良増殖や公正な流通を促進するとともに、競馬に対する国民の信頼確保
ならびに国際相互理解の促進に寄与する目的のため、軽種馬の血統と個体識別を明確にし繁殖成績
を記録、軽種馬を競走馬登録する過程で必須となる馬名の決定をするため、次に掲げる事業を実施し
た。

　ⅰ　軽種馬登録業務　・・・・・ 　実馬審査をもとにした軽種馬の血統・繁殖登録及び証明書を発行し、
海外の血統書統括機関との連携を図った。

　

　ⅱ　馬名登録業務　・・・・・・・ 　新規登録・馬名変更等について、規程に則り適正な審査を実施し、関
係団体と馬名登録連絡会議を開催、相互連携の強化を図った。

　生産地でのマイクロチップ埋込事業に要する一部経費について補助
を行った。

　ⅲ　マイクロチップ埋込事業
                               　・・・

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

71,974 72,314 73,228

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

地方競馬2歳競走への付加賞金交
付

〔事業実施主体〕
平成29年度北海道優良2歳馬導入促進対策事業付
加賞金交付規程　他

143,090 153,565

地方競馬馬主

事
業
の
内
容

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅰ　競走馬の改良増殖推進事業
　(2)　その他
　　　優良2歳馬導入促進対策

事業実施主体名 北海道　他12地方競馬主催者

補助金等の名称 付加賞金費

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

競走馬の購買意欲を向上させ、生
産地の活性化を推進する

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

209,822

　事業主体毎に、2歳馬の競走体系を勘案（新馬優先）して競走数を定め、当該競走1着から3着（5着）
の競走馬の馬主に対し、付加賞金を交付する事業を実施した。

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

競走馬防疫促進対策の検討会等の開催
馬伝染病予防接種費補助

〔事業実施主体〕
公益社団法人中央畜産会競走馬防疫促進対策事
業実施要領

備　考

32,559

地方競馬馬主等

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅱ　競走馬の防疫衛生対策事業
　(2)その他 競走馬防疫促進対策
　　　（基金事業）

事業実施主体名 公益社団法人中央畜産会

補助金等の名称 基金造成費

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

競走馬に対する馬自衛防疫体制の強化

〔NAR〕
平成29年度競走馬生産振興事業補助実施要綱

41,685 42,700

事
業
の
内
容

　
　Ｈ7年度に軽種馬の自衛防疫体制の確立を図るため「馬防疫促進緊急対策事業」として、旧社団法人
全国家畜畜産物衛生指導協会（以下「衛指協」という。）に基金が造成され、全国公営競馬馬主連合会
（現:日本地方競馬馬主振興協会（以下「日馬振」という。）が事業を実施していたところである。（地全協⇒
衛指協⇒馬主会への間接補助）
　その後、衛指協が中央畜産会に合併（H21年度）されたため、中央畜産会に事業継承された。
　平成29年度は、日馬振が実施する競走馬防疫促進対策の検討会等の開催に加え、日馬振の会員であ
る各都道県馬主会が行う伝染性疾病（インフルエンザ、日本脳炎、ゲタウイルス、破傷風）予防接種等に
係る経費について間接補助している。
　なお、ばんえい競馬については、「ばんえい競馬馬主協会」が日馬振の会員となっていないことから、単
独事業として実施した。

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画)

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実
施要綱

各種研修会開催、技術普及指導

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会軽種馬経営
高度化指導研修事業実施要領

今年度(30計画) 備　考

71,336

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名

Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(1)　軽種馬経営高度化指導研修
     （軽種馬経営技術指導者養成・
      技術普及）

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称
研修費、巡回指導費、検討会開催費、データ収集提供費、技術普及費、生産地調査費、研修
施設整備費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

技術指導者養成、技術普及により、
軽種馬生産・経営の安定化を図る

100,649 110,000

軽種馬生産者、軽種馬農協等

事
業
の
内
容

　軽種馬生産専門技術指導者の養成および生産者、担い手等を対象とした研修、検討会の実施、養成
した技術指導者による巡回指導、生産育成技術等に関するデータの収集・分析・提供等により、軽種馬
生産・経営の安定化を図るため、以下の事業を実施した。

平成29年度実績
　1．技術指導者養成研修　2．生産者研修　3．担い手研修　4．巡回指導　5．検討会開催　6．データの
収集・分析・提供（平成29年度拡充）　7．生産地調査　8．生産者に対する技術普及指導（平成29年度拡
充）　9．研修センターの整備及び維持
　  平成29年度の拡充内容は、飼養管理関連機材（簡易馬体重計）の購入（928万円）、担い手研修（300
万円）の充実、馬学講座「ホースアカデミー」の全国配信（465万円）等

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績)

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点

判　定（ランク） Ａ 視点別評価の合計点が6点未満

事
業
の
内
容

　

　ⅱ　修学奨学金交付　・・・・・ 　生産育成者養成施設（日本軽種馬協会静内種馬場、軽種馬育成調
教センター）の研修者（対象：生活困窮者）に返還義務のない給付型修
学奨励金を交付した。

視点別評価の合計点が8点以上10点未満

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

　ⅲ　就業促進支援　・・・・・・・

補助金等の名称 生産育成技術者海外派遣研修費、修学奨学金、生産育成牧場就業促進費、推進事務費

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

10

〔事業実施主体〕
公益社団法人競走馬育成協会軽種馬経営高度化
指導研修事業実施要領他

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

視
点
別
評
価

総
合
評
価

　海外の先進的生産・育成技術習得のため海外（愛国、仏国、欧州）へ
研修生を派遣した。

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(2)　軽種馬経営高度化指導研修
　　　　(人材養成支援）

事業実施主体名 公益社団法人競走馬育成協会

59,240

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

軽種馬生産育成技術者の養成
軽種馬生産育成牧場への就業支援

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

海外研修、就学奨励金交付、就業
促進（フェア、Web等）

70,000

軽種馬生産・育成者、担い手、就業
希望者

　競走馬の生産育成牧場への就労を目指す若者、飼養管理及び生産育成技術の改善・向上を目指す
牧場就労者等を対象として、次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　海外派遣研修　・・・・・・・

54,007

　

　「BOKUJOB」として、フェアの開催、Webサイト運営、牧場見学・体験
会などを行い、就業促進を図った。

　

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 10
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ａ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(3)　優良繁殖馬導入促進
　　　（優良種牡馬整備）

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称 種牡馬導入費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

軽種馬生産の安定的維持・拡大
国際的に通用する強い馬づくり

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

優良種牡馬の導入、事前調査

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会優良繁殖馬導入促
進（優良種牡馬整備）事業実施要領

軽種馬生産者

事
業
の
内
容

　優良な種牡馬を海外から購入し、公的な立場から軽種馬生産者の種付け料負担を軽減、国際的に通
用する強い馬づくりを支援し、優良な競走馬を安定的に生産できる体制を確保するため、次に掲げる事
業を実施した。

　ⅰ　事前調査の実施　・・・・ 　優良種牡馬導入を円滑に実施するため、海外の主要な軽種馬生産
地域（仏、英、愛、米、豪）において種牡馬資源の状況を事前調査した。

　

　ⅱ　優良種牡馬の導入　・・・・ 　ザファクター号（豪国）をリース契約により導入した。
　（リース期間：2018年北半球種付シーズン：1月～8月）

　

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

2,263,369 207,093 1,000,000

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 9
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(4)　優良繁殖馬導入促進
　　　（優良繁殖牝馬整備）

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

繁殖牝馬導入経費の一部補助

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会優良繁殖馬導入促
進（優良繁殖牝馬整備）事業実施要領

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

118,456 169,768

軽種馬生産者

事
業
の
内
容

補助金等の名称 導入促進事業費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

軽種馬生産の安定的維持・拡大
国際的に通用する強い馬づくり

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

170,000

　軽種馬生産者が国内外の繁殖牝馬セールで優良繁殖牝馬を導入する際の購入経費の一部補助を実
施した。補助率と実績は次のとおり。平成29年度は担い手特認の新設の他、補助率の引き上げを行っ
た。

　①担い手特認（Ｈ29新規（要件別紙）：補助率2/3・8頭　　②面積特認（要件別紙）：1/2・10頭
　③未供用馬：1/3・3頭　　　④その他：1/4・35頭

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(6)　軽種馬生産基盤整備対策

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称 軽種馬生産基盤整備対策事業費（新規造成・拡大、既存草地更新）、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】
事
業
の
目
的

放牧地の確保による軽種馬生産体
質の強化

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

新規造成・草地更新等の取組みに
係る経費の一部補助

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会軽種馬生産基盤整
備対策事業実施要領

軽種馬生産者

事
業
の
内
容

　軽種馬生産構造の改善を支援するため、軽種馬生産者が、昼夜放牧に適した一定の放牧地面積を
確保すること、良質な牧草を通じて生産馬の資質向上を図ることを目的として、次に掲げる事業に対す
る経費の一部を補助した。
平成29年度は担い手特認要件の追加、一部要件の緩和、補助率引き上げを行った。

　ⅰ　新規造成・拡大　・・・・・ 　狭隘な放牧地の拡充、遊休農地活用、採草地から放牧地への転換
等により、昼夜放牧等に対応できる一定以上の面積を有する放牧地の
整備や、良質な牧草を確保するための採草地の新規造成等を実施し
た。

　

　ⅱ　既存草地更新　・・・・・ 　一定の面積を有する放牧地の再整備と牧柵、付帯設備の整備や、一
定の面積を有する採草地の再整備等を実施した。

　

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

193,712 311,238 410,000

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 6
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｃ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(7)　競走馬海外流通促進

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称 海外市場調査費、海外顧客誘致活動費、国内輸出環境整備費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

国内生産馬の需要拡大

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

海外市場調査、情報提供、海外顧
客誘致、輸出環境整備

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会軽種馬海外流通促
進事業実施要領

軽種馬生産者、国内外競馬関係者

事
業
の
内
容

　海外向けに各種媒体を用いて情報を提供し日本産馬の秀逸性をアピールするとともに、海外の馬主・
調教師の訪日購買を支援。また、検疫施設の維持・管理を通じて輸出環境の整備を行うなど、国内生産
馬の販路拡大を図るため、次に掲げる事業を実施した。

　ⅰ　海外市場及び取引調査 　輸出に当たっての問題点（契約、保険、諸費用等）の整理と解決方法
を検討した。

　

　ⅱ　海外顧客誘致活動 　Webでの海外向け情報発信、海外プロモーション活動のほか、国内市
場や生産地視察等に海外競馬関係者を招聘した。

　

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

72,096 55,305 90,000

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(8)競走馬のふるさと情報収集提供

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称 情報収集提供費、生産地見学推進費、委託費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

競馬に対する理解増進及び地域振興

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

競走馬の生産地情報の提供（Ｗｅｂ、
生産地見学、現地案内所等）

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会競走馬のふるさと情報
収集提供事業実施要領

一般市民（競馬ファン）等

事
業
の
内
容

　Webサイトによる情報の提供や北海道日高地区等に「競走馬のふるさと案内所」を6か所設置（日高、胆
振、十勝（以上北海道）、青森、千葉、宮崎）し、生産地を訪れる競走馬・競馬ファン等に対して現地情報の
提供や牧場見学案内等を行い、競馬の健全な発展や、生産者と一般市民をつなぐため、次に掲げる事業を
実施した。

　ⅰ　情報収集提供　・・・ 　競走馬の生産地情報を収集し、Ｗｅｂサイトの運用、ＪＢＢＡＮＥＷＳ等を通
じて情報提供した。

　

　ⅱ　生産地の見学推進　・・・ 　競走馬のふるさと案内所・連絡センターの運営（6か所）や、馬産地見学ツ
アーを実施（定員40名・1回）した。

　

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

43,332 43,982 44,000
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Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）



趣旨

実施方法

受益
対象者

ランク
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Ｂ

Ｃ

Ｄ

視
点
別
評
価

【評価項目】

Ⅰ　計画の達成度

Ⅱ　事業の有効性

Ⅲ　事業の効率性（費用対効果）

総
合
評
価

評　価　結　果
ランクの定義

視点別評価の合計点が10点以上（12点満点）

合　　計　　点 8
視点別評価の合計点が8点以上10点未満

視点別評価の合計点が6点以上8点未満

判　定（ランク） Ｂ 視点別評価の合計点が6点未満

【平成29年度 競走馬生産振興補助事業評価結果】

　地方競馬全国協会　畜産振興部　

事 業 名
Ⅲ　経営基盤強化対策事業
　(10)　軽種馬流通活性化

事業実施主体名 公益社団法人日本軽種馬協会

補助金等の名称 預託補助費、獣医学的馬体検査補助費、推進事務費、技術料

事
　
業
　
の
　
概
　
要

根
　
拠

【要綱、事業実施要領、その他】

事
業
の
目
的

セリ市場の活性化及び軽種馬の流通促進

〔NAR〕
(平成29年度）競走馬生産振興事業補助実施要綱

セリ上場に係る費用の一部補助

〔事業実施主体〕
公益社団法人日本軽種馬協会軽種馬流通活性化
事業実施要領

軽種馬生産者

事
業
の
内
容

　市場取引の活性化と軽種馬流通を促進するため、セリ市場上場に係る費用（専門業者（コンサイ
ナー）による育成調教や獣医学的馬体検査（レポジトリー））の一部補助を次のとおり実施した。

　ⅰ　馴致及び育成調教補助 　セリ上場に関する専門的知識技術を有する者への上場馬預託に係る
費用補助（補助率1/2）

　

　ⅱ　馬体検査情報開示補助 　セリ市場上場前の獣医学的馬体検査（四肢レントゲン・上部気道内視
鏡検査）に係る費用補助（補助率1/2）。
　※馬体検査結果の情報開示が補助の条件

（平成29年度新規事業）

補助金額
（千円）

前年度(28実績) 評価年度(29実績) 今年度(30計画) 備　考

98,203 149,057 190,000

0
1
2
3
4

Ⅰ計画の達成度

Ⅱ事業の有効性
Ⅲ事業の効率性

（費用対効果）
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